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（注意事項） 

注意事項は、裏表紙に記載してあるので、この問題冊子を裏返して必ず読んでください。 
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問題Ⅰ  憲  法 
 

 

参議院議員の選挙制度についての次の見解を読み、下記の問すべてに解答しなさい。 

 

 具体的な選挙制度の仕組みを決定するに当たり、一定の地域の住民の意思を集約的に反

映させるという意義ないし機能を加味する観点から、政治的に一つのまとまりを有する単

位である都道府県の意義や実体等を一つの要素として考慮すること自体が否定されるべき

ものであるとはいえず、投票価値の平等の要請との調和が保たれる限りにおいて、このよ

うな要素を踏まえた選挙制度を構築することが直ちに国会の合理的な裁量を超えるものと

は解されない。 

（出典：最高裁判所大法廷 2017 年９月 27日判決・民集 71巻７号 1139 頁） 

 

問１  

参議院議員選挙（選挙区選挙）における投票価値の不均衡について、最高裁判所がどの

ように判断してきたか、述べなさい。 

 

問２  

2019年７月の参議院議員通常選挙（選挙区選挙）においては、選挙区間の議員１人当た

りの有権者数較差は最大で 3.00 倍であった。憲法が採用する二院制の趣旨と上記の見解

を踏まえ、参議院議員選挙におけるこのような較差が憲法からどのように評価されるべき

か、自己の見解を述べなさい。  
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問題Ⅱ  行 政 法 
 
 
次の〔事例〕を読むとともに〔参考〕に掲げた法令等を参照し、下記の問すべてに解答し

なさい。 

 

〔事例〕 

 Ａ市税務課の職員Ｂ（勤務歴４年）は、勤務時間外に自宅で飲酒した後、自動販売機でた

ばこを購入しようと自家用車を運転した。飲酒後の外出は徒歩やバス等を利用していたが、

このとき初めて自家用車を使った。Ｂは、途中で警察官に呼び止められ、呼気検査の結果、

酒気帯び運転で検挙された後、簡易裁判所において罰金 30万円の略式命令を受け、即日納

付した。 

Ａ市長は、所定の手続を経て、飲酒・酒気帯び運転に対する厳しい社会的批判を踏まえ、

Ａ市懲戒処分方針の標準例⑤によりＢに対し懲戒免職処分（以下「本件処分」）を行った。

Ａ市懲戒処分方針は、Ａ市職員が地方公務員として遵守すべき義務に違反した場合の責任

の明確化と懲戒処分の対象となる行為（非違行為）の未然防止を目的に定められた。 

Ｂは、今まで非違行為もなく、納得できないため、本件処分を争うつもりでいる。 

 

問１ 

地方公務員法第 29条第１項に規定する任命権者の懲戒処分について、行政裁量は認めら

れるか、述べなさい。 

 

問２ 

本件処分は違法といえるか。法的判断基準を明確にした上で、自己の見解を述べなさい。 

 

〔参考〕 

地方公務員法（懲戒） 

第 29条 職員が次の各号の一に該当する場合においては、これに対し懲戒処分として戒告、

減給、停職又は免職の処分をすることができる。 

 一 この法律若しくは……又はこれに基く条例、地方公共団体の規則若しくは地方公共

団体の機関の定める規程に違反した場合 

 二 職務上の義務に違反し、又は職務を怠つた場合 

 三 全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあつた場合 

 

Ａ市懲戒処分方針 

１ 基本事項 

 懲戒処分の程度は、非違行為の態様、被害の大きさなど社会的重大性の程度、非違行為を

行った職員の職責、過失の大きさ及び職務への影響など信用失墜の度合い、日常の勤務態度

及び常習性など非違行為を行った職員の事情等を総合的に考慮の上判断するものとする。 
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また、過去に非違行為を行い、懲戒処分を受けたにもかかわらず、再び同様の非違行為を

行った場合は、量定を加重する。 

２ 標準例 

 ①酒酔い運転又は酒気帯び運転で人を死亡させ、又は傷害を負わせた職員は、免職とする。 

 ②酒酔い運転で物を損壊した職員は、免職とする。 

 ③酒気帯び運転で物を損壊した職員は、免職又は停職とする。この場合において、危険防

止を怠る等の措置義務違反をした職員は免職とする。 

 ④酒酔い運転をした職員は、免職とする。 

 ⑤酒気帯び運転をした職員は、免職又は停職とする。  
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問題Ⅲ  行 政 学 
 
人口動態は、政府活動の所与（前提条件）であると同時に目標である。 
次の図は、日本の総人口推移について国土交通省が作成したものである。 
2010年以前は、総務省「国勢調査」、国土庁「日本列島における人口分布の長期時系列分

析」（1974年）を元にした値である。また、それ以降は、国立社会保障・人口問題研究所「日

本の将来推計人口（2012年１月推計）」を元にした予測値である。 
 
図  
 

 
 
図の内容を踏まえ、下記の問すべてに解答しなさい。 

 
問１  

江戸時代以後、日本の総人口はどのように変動してきたか。また、こうした人口動態を受

けて、戦後の日本において政府活動はどのように発展してきたか、述べなさい。 
 
問２ 
 中位推計どおりに総人口が推移するとすれば、今後の日本において、政府活動はどのよう

に変貌していくことが求められるか、述べなさい。 
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問題Ⅳ  公共政策 
 
昨年度（2019年度）、政府が推進してきた第１期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以

下「総合戦略」という。）は最終年度を迎え、これまでの地方創生の取組みの成果等につい

て検証がなされた。 

次ページの表は、内閣官房に設置された「第１期『総合戦略』に関する検証会」が、第１

期「総合戦略」の４つの基本目標（「地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする」、

「地方への新しいひとの流れをつくる」、「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」

及び「時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する」）

についての KPI（重要業績評価指標）の進捗状況や目標達成状況を取りまとめたものである。 
 
表の内容を踏まえ、下記の問すべてに答えなさい。 

 
問１ 
 KPIの設定方法やその評価方法の特徴についても言及しながら、第１期の地方創生の取組

みの成果に関してどのような評価ができるか、述べなさい。 
 
問２ 
 第１期「総合戦略」が終了し、政府における地方創生の取組みは第２期を迎え、新たな段

階に入っている。問１への解答も踏まえつつ、今後、地方創生を実現するに当たって必要と

考える施策について、具体的に述べなさい。 
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表 第１期「総合戦略」における基本目標の KPIの進捗状況と目標達成状況 

 

（2019 年５月 31 日「第１期『総合戦略』に関する検証会中間整理」から作成）



 
 

 
  



 
 

  



 
 

注意事項 

（1） 問題Ⅰから問題 IV の中から、１つの問題を選択し解答してください。 

（２） 解答用紙の記入については、別紙「解答用紙記入上の注意」をよく読んでください。 

（３） 問題冊子、解答用紙及び下書用紙には、受験番号だけを書き、氏名は書かないでください。 

（４） 問題冊子、解答用紙、下書用紙及び「解答用紙記入上の注意」は、試験室から持ち出さない

でください。 

（５） 受験票は机の上においてください。 

（６） 受験票と筆記用具、時計以外のものは机の上に出さないでください。 

（７） 携帯電話は電源を切り、かばんの中にしまってください。 

（８） 時計等についているアラーム機能、計算機能、翻訳機能、その他時計以外の機能をＯＦＦに

してください。 

（９） 試験中に体調不良または手洗所に行く等の理由で試験室から一時退室しようとする場合

は、監督員に申し出てください。 

（１０） 不正行為を行った者または監督員の指示に従わなかった者は、失格とします。 

 

 
 
 
 
 
 


